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一 般 病 棟
　附属病院の駐車場にヘリポートが完成しました。
　到着した患者さんをスムーズに搬送できるように、
ヘリポートから伸びる連絡ブリッジは１階の救急処
置室と３階の手術室／集中治療室をつなぐエレベー
ターに直結しています。朝８時半から日没までの時間
帯で救急車搬送では30分以上かかる患者さんがヘリ
コプターによる搬送の対象となります。
　本学は県内唯一の特定機能病院として高度な医療
を提供しており、ヘリコプター搬送によって県内全
域からの受け入
れが可能となる
とともに、搬送
時間短縮による
救命率の向上が
期待されます。
シリーズ「医療用語解説」第５回
～診療報酬改定について～
　診療報酬改定は２年ごとに行われますが、今年がその年にあたり、
４月１日から治療項目の追加や点数（金額）の変更がありました。
改定は診察代からお薬まで全般にわたります。診療報酬は、点数
で表し、１点10円で計算します。例えば、100点（1,000円）の診療内容であれば３割
負担で300円が患者さんの負担額となります。また、診療報酬は改定の度に複雑になり、
計算担当者も頭を抱えることが多く、その上今回は消費税率の変更で保険外（差額ベッド、
文書料等）の料金も上がり、患者さんにご迷惑ならび
にご負担をお願いしているところです。
　診療報酬の計算については、医科点数表に基づき行っ
ておりますが、ご質問等ございましたら、お気軽に総
合受付までお問い合わせください。
　なお、この場合の診療報酬には、食事代は含みませ
んのでご了承ください。
医療サービス課
ヘリポートが完成しました！
救急・集中治療部
滋賀医大病院ニュース第43号
「信頼と満足を追求する『全人的医療』」 ◦患者さんと共に歩む医療を実践します
◦信頼・安心・満足を提供する病院を目指します
◦あたたかい心で質の高い医療を提供します
◦地域に密着した大学病院を目指します
◦先進的で高度な医療を推進します
◦世界に通用する医療人を育成します
◦健全な病院経営を目指します
国立大学病院災害対策医療情報バック
アップシステムが４月から稼働しています
肝疾患相談支援センター
　現在、すべての国立大学附属病院では紙カルテから電子カルテに移行しています。患者
さんのカルテ（診療録）は電子データとしてサーバーコンピュータに保管され、厳密に管
理されています。日常の運用で患者さんのデータが消える
ことはありませんが、地震など大規模な自然災害の時には、
建物の崩壊などでサーバーコンピュータが壊れ患者さんの
大切なデータが消失してしまうこともおこりえます。
　このため、全国の国立大学附属病院では、患者さんのカ
ルテ（診療録）データを東西２カ所のデータセンターに保
存し、災害にそなえるシステムを整え、この４月から運用
を開始しました。
　当院では、医師・看護師・管理栄養士・薬剤師・医療ソーシャルワーカー等が、医療・
栄養・日常生活などのテーマに沿って、肝臓に関する講義を繰り返し行っています。
　診察だけでは充分に説明する時間がとれない場合が多いため、このような機会を
設けています。同じ疾患を持つ患者さん同士の交流の場としても有効です。
　肝疾患の患者さんとその家族、当院に通院されていない方の参加も可能です。
お気軽にご参加ください。
平成26年度　肝臓病教室のご案内
日　時 テ　ー　マ
平成26年 ７月２日㈬　14：00 Ｂ型肝炎　～進行させないために
９月３日㈬　14：00 自己免疫性肝炎と原発性胆汁性肝硬変～それってどんな病気？
11月５日㈬　14：00 脂肪肝　～本当はこわい脂肪肝
平成27年 １月７日㈬　14：00 肝硬変　～栄養療法のススメ
３月４日㈬　14：00 肝がん　～いろいろな治療法
　　　　　場　所：滋賀医科大学医学部附属病院　３階　第３会議室
※都合によりプログラムが変更になる場合があります。
お問合せ、申し込みはこちらまで
　滋賀医科大学医学部附属病院　肝疾患相談支援センター
　
☎
077-548-2744（平日９：00～17：00）
医療情報部
